
京都大学・火山研究センター（阿蘇）
における熊本地震の被害の現状と
教育活動への影響

大倉敬宏
京大・理・火山研究センター

この度の地震で亡くなられた方々にお悔やみ
を申し上げますとともに、被災されました皆様
にお見舞い申し上げます．



• 18 km x 25 km,    50,000人が暮らす。世界最大級
• 4 回の大規模噴火 (約27万年前, 約14万年前, 約12万年前, 約9 万年前)。
• 約9万年前の噴火では200 km3 のマグマが放出され、カルデラが形成された。
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国土地理院のデータを元に作成



京都大学火山研究センター

火山地域における地球物理学現象を観測・解析し、火山活動の物理機構
や噴火機構と噴火予知の研究および教育を推進すること目的として設立さ
れた（理学部附属火山研究施設）

1927年、国費及び熊本県の援助によって本研究センター本館の起工。1928
年3月、本館の竣工。

地震計の設置

地磁気観測

地殻変動観測

1974年から国家事業として「火山噴火予知計画」が始まる。

噴火予知のための基礎研究

2009年から「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」

2014年から「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」



http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/about/orgchart.html

京都大学理学研究科・理学部の組織図：５専攻、３施設



「理学科のみの1学科制」に基づく「緩やかな専門化」により学生に大
きな選択自由度を与える

1－2回生においては狭い専門に閉じず幅広い学問の学習を促す

3－4回生においては自らの興味・意欲と能力・適性に応じて5つの
専門分野から1つの専門を選ばせ（系登録）理学的素養を深化させる
（数学、物理学・宇宙物理学、化学、地球惑星科学、生物科学）

自然科学の基礎体系を深く習得し、それを創造的に展開する能力の養成
個々の知識を総合化し、新たな知的価値を創出する能力の養成

http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/about/mission.html

http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/about/cu-policy.html

京都大学理学部の教育理念・目標

京都大学理学部の教育基本方針

理学部カリキュラムポリシー



• 一般教養科目、外国語科目、保健体育科目を全学共通科目から選択
させ、主に1、2回生において取得させる

• 「緩やかな専門化」を実現するため、すべての理学分野にとって必
要不可欠な科目、および、専門課程のための導入となる科目を1、
2回生向けの専門基礎科目として配置

• 2回生終了時に、数理科学系、物理科学系、地球惑星科学系、化学
系、生物科学系のいずれかの系への所属（系登録）を決定

• 3回生次においては、各系における専門の基礎となる講義、演習、
実験、実習等を行えるように科目を配置。また、関連分野の学習に
支障がないように配慮

• 4回生は、主に卒業研究（数学講究、課題研究）を行い、研究の最
前線に触れる

卒業研究科目は理学部における唯一の必修科目

理学部カリキュラムポリシー

http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/about/cu-policy.html



地球惑星科学系（地球物理、地質鉱物）コースツリー

http://www.eps.sci.kyoto-u.ac.jp/education-b/curriculum/index.html



フィールドから情報を得ることは，地球惑星科学の研究にお
ける最も重要な柱の一つである。本科目では，壮大な地熱現象地
域である阿蘇火山地域において，そこでのマグマ等熱的活動やカ
ルデラ地形に起因する諸現象を観察する。
また，様々な地球物理学的アプローチを用いた観測を実際に行

うことで，自然に対する感覚を高める。超高層から固体地球にい
たる現象を同一フィールドで観測することにより，地球での活動
をシームレスに捉える感覚を得ることを目指す。

観測地球物理学演習Ａ

配当学年:2回生以上

単位数: 2単位

担当教員：地球物理学教室と阿蘇の教員 10名弱
測地、電磁気、気象

・2004年度から

・夏季休暇中（８～９月）に地球熱学研究施設火山研究センター（阿蘇）
において３泊４日で集中して行う。

授業の概要・目的

4〜24名受講



観測地球物理学演習Ａ



課題演習

授業の概要・目的

DA(前期）

固体地球系共通の研究手法や，地震，測地，火山，地殻変動など
固体地球系の各学問分野特有の研究手法に関する５～６テーマか
ら，１テーマを学生諸君が選択して学習する。

授業の概要・目的

DC(後期）

固体地球の形状，内部構造とその動きを知るためのさまざまな
観測手法やデータ解析手法について，実習により，その基礎的事
項を学問分野横断的に学ぶことを目的とする。

• マグマから噴火まで（火山、熱学）
• 地球の鼓動を捉える（地震、火山）

地球惑星科学の学問分野を野外調査、実験、観測、データ解析、理論計算
などの手法を用いて体験的に学ぶ。専門的かつ実践的な研究手法を会得し、
地球惑星科学の研究のための基礎・応用力を養うことを目的とする。



課題演習DC阿蘇演習



課題演習DC阿蘇演習 チリの地震の表面波
火山性地震



ポケットゼミ → ILASセミナー

新入生向け少人数セミナー（ポケット・ゼミ）

少人数教育科目群：ILASセミナー

平成10年度、新入生を対象とし、大学におけ
る勉学の視野を広げ、人間・社会・自然について
深く考える力を養成することを目的に設置。

最先端の分野でどんなことが行われているかな
どについて、教員が直接に学生に語りかけ、ある
いはさまざまな研究のフィールドに誘う、いわば
「京都大学そのものへの入門」の授業として機能
している。

全学共通科目



ポケットゼミ → ILASセミナー



ポケットゼミ



測地学会サマースクール in ASO 2009



http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu6/toushin/1353717.htm

２．今後の火山観測研究の在り方
（４）火山研究人材の育成（若手人材の確保・育成）

 火山学を志す学生をより多く集め、若手研究者を増やしていく必要が
あり、大学の枠を超えて、火山学コミュニティ全体で真剣にその方策
を検討する必要がある。
例えば、観測調査実習を含んだ大学間での共同集中講義の実施、火山学
を学ぶための統合化カリキュラムの採用などの方策が考えられ、今後、
関係者間で更に具体的な制度設計や行動計画の検討を進めていく必要が
ある。



10大学の理学研究科が、よりグローバルでより多様な科学人材
育成のために設置した、大学間連携学生交流プログラム。

大学の枠を超えた教育・研究を促進することを目標に、10大学
が協力して、他大学学生も聴講できる授業科目を相互に設け
ている。

（北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、
名古屋大学、京都大学、大阪大学、広島大学、九州大学）

火山物理・火山流体学Ｂ

大学院講義(STEP10)

STEP10
国立１０大学大学院理学研究科等学生交流プログラム

2013年度 京都で集中講義（3日間）
14,15年度 阿蘇にて4泊5日で集中講義講義
とフィールド実習

阿蘇と桜島の教員が担当
4〜8名の参加者、10、11月に実施



火山物理・火山流体学Ｂ大学院講義(STEP10)



京都大学の としての遠隔施設

地
球
の
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北海道から九州まで全国に多数ある京
大の教育研究施設（京都大学の窓）にお
いて、公開講座、講演会、施設公開等を
一定期間に集中して実施する企画



草千里より西を望む

熊本市

熊本空港

普賢岳

火山研究センター

布田川断層

外輪山

外輪山

タケイワタツノミコト（健磐龍命：神武天皇の孫、阿蘇開拓の神）
天孫降臨の地、高千穂から阿蘇へ移動し、外輪山の立野付近を蹴破
り、カルデラ湖の水を排出、農地を開拓した

カルデラ壁の決壊： 約7万3000年以前
布田川断層における前回の活動：2,200年前〜6,900年前

立野蹴裂（けさき）伝説



草千里より西を望む

タケイワタツノミコトのひと蹴り



タケイワタツノミコトのひと蹴り

航空写真家叶悠眞氏提供写真



http://www.asahicom.jp/articles/images/AS20160420006375_comm.jpg

大津町：7名（うち１名京都、１名火山研) 阿蘇市：1名
南阿蘇村：１名

火山研スタッフの住まい



写真は http://www.asahi.com/articles/ASJ4L63MNJ4LULBJ01C.html より

取り残された私の自家用車 地震発生時私はここの部屋（４Ｆ）で
寝てました。

http://www.asahi.com/articles/ASJ4L63MNJ4LULBJ01C.html


地震時はここにいました

http://www.kkc.co.jp/service/bousai/csr/disaster/201604_kumamoto/index.html
空中写真は国際航業株式会社のサイトより



地滑り発生（地震直後）



火山研究センター 復旧にむけた土地・建物等配置図

4/21~

7/1~

6/1~



 4/16 01：25の地震により火山研斜面で複数の地滑り発生

通信回線寸断、建物内被災のため、観測機能マヒ

メールサーバーダウン（メール消失を防ぐための措置）

データ集約機能は別府へ移す

 4/18 観測点復旧開始

 4/19 全学メールへ移行。メール消失は免れる

 4/21に仮事務所開設（京都での講義を休講に）

 4/27 仮事務所に光回線開通（地震直後は発注もできず）

 5/2 火口周辺の商用電源が復活

 5/5 観測点復旧、完了

 5/23 JpGU から熊本・大分地震災害に関する声明

http://www.jpgu.org/news/1989.html

 5/30 理学研究科内に熊本地震により被災した火山研究セン

ターの復旧対策検討タスクフォース設置

 5/31 観測網応急措置予算の閣議決定

時系列

http://www.jpgu.org/news/1989.html


台から落ちたウィーヘルト上下動

車庫から飛び出す公用車

三角点の蓋も飛んでいた



4月16日 01時25分 地震発生
4Fにて就寝中、強烈な揺れに体が吹き飛ばされる

枕元には 携帯電話、懐中電灯、水、薬（ニトログリセリン）
これらを手に下へ。非常用発電機が回っており停電は発生せず。
ただし非常ベルが鳴り響く





電柱倒壊 ⇨ 光ケーブル断裂

固定電話使用不可
地震データ受信不可
メールサーバ、Webサーバ断

 地滑り発生



4/16 02:30 am ころ

・事務室へ突入し、公用車の鍵を発掘

・敷地内からの脱出を試みるも、道路の
亀裂のためすぐに断念

・館内から水、ポット、食料を取り出す。
館内の電灯をつけっぱなしにする（目
印）



4/16 02:00〜3:00ころ自室へ何度か突入し
薬、カバン、ノートPCなどを順次発掘
免許証、財布、メガネなどがなかなか見つからず

（免許証は手数料なしで再交付可、すべて1週間以上あとに発
掘）



観測点復旧に向けて：4WD公用車の脱出4/18 



当センターの火山観測業務は、2016年4月16日
未明の地震によって一時的に停止せざるをえなくなっ
ておりましたが、地元自治体や関係諸機関の皆様から
賜りましたご支援・ご協力により、5月8日までに大
部分の機能を復旧させるに至りました（ただし、一部
の観測点、データ中継点の機能を除く）．

当センターは、今後も、観測データの解析作業や教
育・研究の再開に向けて、努力を続けてまいります．
引き続き皆様からのご支援・ご協力を賜りますよう、
改めてお願い申し上げます．

http://www.aso.vgs.kyoto-u.ac.jp/information/20160517/index.html

火山観測業務の再開について



地球惑星科学系（地球物理、地質鉱物）コースツリー

http://www.eps.sci.kyoto-u.ac.jp/education-b/curriculum/index.html



◎京都キャンパスでの授業（火山物理学）や演習（DA)など

授業や演習への影響--前期授業期間をおえて--

おおむね滞りなく終了

◎ポケットゼミ 夏期演習

別府にて

◎観測地球物理学演習A

別府にて

◎演習の夏期実習

火口近傍での観測は中止。
熊本地震巡検などに変更

◎課題研究（卒論指導）、修論指導など

TV会議でのセミナーに参加できていない

◎STEP10の講義＆実習

今年度は開講せず

京大ウィークスイベントにも今年度は不参加



火山研究センター 復旧にむけた土地・建物等配置図

4/21~

7/1~

6/1~

8/1~

今日から坂梨小学校跡、校舎を借用（昨年度末で閉校）
7月26日の閣議にて熊本地震復旧等予備費が認められ、
改修関係経費が措置された

7/23アクセス道路一部改修



• 被災したセンターの建物としての復旧の要否、被災したセン
ターの支持地盤の健全性の判定、現在地での復旧が困難な場合
の建設用地の選定をするためのタスクフォースにて検討中

• 新たに建物を建設する場合でも、登録有形文化財である現建物
の処置を検討（地元自治体や阿蘇ジオパークなどと協議）

4/16に発生した地震により火山研の地盤、建物に甚大な影響

まとめにかえて

 仮事務所を設置し、観測機能の復旧
 授業には大きな影響なし
 阿蘇での実習体制復旧・大学院生の指導体制の立て直し
 が今後の重要課題
 阿蘇市内の小学校跡にて、研究・教育機能の復旧を図る

これからもご支援をお願いしたい
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